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0 2 .「 デザイン」 における機能とは

便利、 使いやすい

美しい、 気持ちがいい

人の行動を変容させる

持続可能な社会を目指す

使いたく なる

物理的機能

心理的機能

社会的機能



0 3 .  パッ ケージデザインにおけるデザイン要素

統合された

機能

・ 文字デザイン

・ 形と色

・ ブランド の個性

・ ブランド 戦略

・ 印刷

・ 情報の階層

・ 先進的な三次元形状

・ 材料と構造

・ デジタル３ D モデル

・ 人間工学

・ 機能モデル（ プロト タ イプ）

・ 操作性試験

グラフィ ッ クデザイン 製品デザイン

2023 Todd Tim ney



0 4 .  パッ ケージ開発の流れ

2023 Peter Cham berlain



0 5 .  サスティ ナブル（ 持続可能な社会） について

2023 Nobata utano

原材料

リサイクル

廃棄物

循環経済

（ CIRCU LA R  ECON OM Y）

デザイン

生産、 加工

流通

回収 使用、 再利用

修理



0 6 .  デザイン対象の選定： 納豆のパッケージ

容器： 発泡スチレンシート (PSP)

仕切シート ： ポリ エチレン



0 7 -  .  従来の納豆容器における問題点

1 . 物理的機能の面から

1

開封時に手が汚れる 内容量が小さいため他の容

器に移さないと混ぜにく い



0 7 -  .  従来の納豆容器における問題点

2 . 心理的機能の面から

2

発泡スチロールの容器に食材が入っていることの違和感。 美味しそう に見えない。

開け方に工夫がなく 開封が単なる作業になっている。



0 7 -  .  従来の納豆容器における問題点

3 . 社会的機能の面から

3

発泡スチロール容器のリサイクルが困難（ 臭い、 納豆菌の付着）

プラスチッ クを燃えるゴミ と して出すことの罪悪感



0 9 -  .-  .  新技術における改良点1 2

2 . 心理的機能の面から

風合いのある紙容器で美味しそう に見える。

開け方に工夫があり開封作業が楽しい。

1 . 物理的機能の面から

開封時に手が汚れない

内容積が大きく なるため、 他の容器に移す必要がない



0 9 -  .  新技術における改良点3

3 . 社会的機能の面から

リサイクルや堆肥化の可能性大

ゴミ 捨ての罪悪感から解放

製造コスト の削減



1 0 .  図面

山折り

谷折り

外形



1 1 .  納豆以外に想定する用途

菓子や釘など、 水分のないものであれば包装可能

立ち上がり部分を折り込むと箱として使用できる



1 2 .  実用化に向けた課題

実用化には材料や加工精度の問題をクリアし 、 機能テスト をする必要がある

材料について

耐水性能を期待する場合は耐水性のコーティ ングが必要だが、

サスティ ナブルを考慮するためには、 石油由来の材料以外のも

のを検討する必要がある

加工精度について

紙を折り込んで密閉性を確保するため、 使用する紙の厚みや紙

質によって折り目の位置を検討する必要がある。



1 3 .  企業への期待

今回の新技術は、 経済面（ コスト 削減） で威力を発揮するのはもちろんだが、 それだ

けではなく 人の気持ちに寄り添い、 人の意識や行動を変容させ、 ひいては社会をより

良い方向へ変えていく ポテンシャルのある技術だと考えている。 ぜひ普及させるため

に尽力をお願いしたい。



1 4 .  本技術に関する知的財産権

・ 発明の名称

・ 出願番号

・ 出願人

・ 発明者

容器

特願 2 0 2 3 -0 9 6 8 6 2

千葉大学

田内 隆利、 小松野 幹、 野畠 歌乃、 砂川 扶葵、

寺田 拓摩、 赤坂 翼

：

：

：

：



1 5 .  お問い合わせ先

千葉大学　 学術研究・ イノ ベーショ ン推進機構

産学官連携推進部

Tel.

Fax.

e-m ail

0 4 3 -2 9 0 -3 0 4 8

0 4 3 -2 9 0 -3 5 1 9

ccrcu@ facu lty.ch ib a-u .jp




